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議長 伊 波  篤 殿 

 

読谷村議会議員 

 松 田 昌 邦 印 

     

一 般 質 問 通 告 書          
  

第 542 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第

２項の規定により通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

 

１ 今夏の暑さ対策について 

（１）小中学校における、屋外授業（体育など）などの対策は 

（２）体育館への空調設備設置に向け、様々な補助事業を活用すべき

と考えるが見解は如何に 

（３）民間地域においても、自治会公民館等でのクーリングシェルタ 

ーを積極的に導入すべきと考えるが 

  ア 期間限定での電気代補助ができないか 

  

２ 南海トラフ地震発生時における、沖縄本島への津波の高さ 3〜5m 

の報道があるが 

（１）本村の防災マップや避難計画への影響はないか   

（２）影響のでる自治会はあるか 

（３）現存の自主防災組織による総合訓練又は意見交換等の実施予 

定はあるか 

 

３ 自治体システム標準化について 

（１）標準化への移行期限はあるのか 

（２）現時点における、対象システム 20業務の達成率が 100％のも

のはあるか 

（３）令和７年度におけるシステム標準化関連予算総額は 

（４）ＩＴ技術者不足により、多くの自治体で移行が困難との報道

もあるが、本村の実情は 

（５）集中的なシステム移行によるリスクはないか 

（６）移行後のシステム維持管理費の見通しは如何に 
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質 問 要 旨 答弁を求める者 

４ 老朽インフラの維持管理について 

（１）耐用年数を超えた施設などの把握について 

ア 上下水道における対象延長と対策は 

  イ 側溝の有無による道路延長把握は如何に 

  ウ 道路や側溝などの定期巡回の有無 

 

５ ウリ科農作物等に被害をもたらす、セグロウリミバエの緊急防除

について、国は全額国庫補助による地域一斉防除の方針を示した

が 

（１）本村における被害実態と対象品目の直近２年間の出荷量は把

握しているか 

（２）防除以外の被害拡大防止に向けた取り組みは如何に 

 

 

 


